
「リユース促進に向けた懇談会」
意見交換資料一式（第１回～第４回）

令和７年６月
環境省 環境再生・資源循環局
総務課リサイクル推進室

～人口減少社会にどう対処するか～

参考資料２



2

リユース促進に向けた懇談会

循環経済への移行に向けて、関係者と連携しつつ、リユース推進の機運を高めることを目的として、リ
ユース事業者、地方自治体、有識者、消費者団体等とリユース促進について環境大臣と意見交換を
行う懇談会を開催。
懇談会で得られた知見等は、令和６年11月から開催している「使用済製品等のリユースの促進に
係る検討会」に適宜インプットし、環境省としてのリユース促進に関する施策について検討を進める。

• 第１回では、神奈川県座間市 佐藤市長、一般社団法人日本リユース業協会 石原会長、株式
会社リユース経済新聞社 瀬川編集長、早稲田大学大学院 小野田教授が参加。

• 第２回では、一般社団法人日本リユース機構 田原法務部会長、株式会社ゲオホールディングス 
伊藤上席執行役員、株式会社メルカリ 山本執行役SVP of Japan Region、日本司法書士会
連合会 上前田副会長が参加。

• 第3回では、愛知県蒲郡市 鈴木市長、一般社団法人シェアリングエコノミー協会 石山代表理事、 
株式会社ジモティー 加藤社長、ブックオフコーポレーション株式会社 長谷川執行役員が参加。

• 第4回では、一般社団法人エシカル協会 末吉代表理事、国立環境研究所 田崎室長、株式
会社マーケットエンタープライズ 小林社長、LINEヤフー株式会社 林執行役員が参加。

◼資料・議事概要は環境省ホームページで公開
（https://www.env.go.jp/recycle/circul/reuse/page_01656.html）

◼開催実績：
・第１回：令和７年１月15日（水）
・第２回：令和７年３月14日（金）
・第３回：令和７年４月21日（月）
・第４回：令和７年５月27日（火）

https://www.env.go.jp/recycle/circul/reuse/page_01656.html


1. 開催日時：令和７年１月15日（水）16:30～17:30

2. 開催場所：浅尾環境大臣室

3. 議題（内容）
（１） 各参加者から取組事例等の発表（各６分程度）
（２） 質疑応答・意見交換

4. 出席団体等（敬称略）

• 神奈川県座間市 市長 佐藤弥斗

• 一般社団法人日本リユース業協会 代表理事 石原卓児

• 株式会社リユース経済新聞社 専務取締役 編集長 瀬川淳司

• 学校法人早稲田大学理工学術院大学院 環境・エネルギー研究科長
環境総合研究センター 所長 小野田弘士

「リユース促進に向けた懇談会（第１回）」

※第１回の資料・議事概要は環境省の下記ホームページで公開
（https://www.env.go.jp/recycle/circul/reuse/page_01656.html）

https://www.env.go.jp/recycle/circul/reuse/page_01656.html


【神奈川県座間市】



リユース促進に向けた懇談会

座間市のリユースの取組

座間市長 佐藤 弥斗

令和７年１月１５日 神奈川県座間市資料



人口：１３１，８９３人
男性＝６５，４７７人
女性＝６６，４１６人

（令和６年１２月１日現在）

面積：１７．５７㎦

年齢組成：
年少人口率 １０．８％
高齢化率 ２６．４％

（令和６年１２月１日現在）

（参考）全国平均
年少人口率 １１．１％
高齢化率 ２９．３％

（出典：「人口推計」総務省統計局
令和６年１２月概算値）

東京から約40km、横浜から約20km
※東京から小田急線で約１時間

資源物・リユース品売却収入
令和３年度 ８，６１４万円
令和４年度 １億３，２９９万円
令和５年度 １億２，８３８万円

※内リユース品売却収入（修理販売除く）
令和３年度 ０円
令和４年度 ６００円
令和５年度 １７万８，９００円
令和６年１０月まで ２２万４，７８５円

生活系ごみ１人１日当たりの排出量

全国第１８位／２３２自治体中
※ 特別区を除く人口10-50万人の区分 1人1日当たり 405ｇ

生活系・事業系合わせた１人１日当たりの排出量

神奈川県内 第１位 ※1人1日当たり 678g

座間市の紹介
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【環境省】一般廃棄物処理実態調査結果令和４年度調査結果よ
り
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✓R5.4 部署名に「リユース」を付けた「リユース推進課」を新設【全国初】
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資源物とごみの分別収集カレンダー（※全市民に毎年に配布）

表 裏
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１．子供服のリユース

サイズの合わなくなった子供服を保護者に持ち寄ってもらい、必要としている人に無料譲渡



令和５年４月から市内公立中学校の制服を共通化することで、従来は学校が異なるとリ
ユースができなかったものが、市内全校の間で広くリユースできるようになり、幅広いリユー
スが可能になった。

２．公立中学校の制服共通化
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市が事業で必要な物品について、購入という選択をする前に、当該物品を廃棄物として処分している事業者を探し出し、
無償提供を受けてリユースするとともに希望する市民に当該物品を無償提供した。これにより廃棄物の減量だけでなく、民
間事業者は処理費用の削減、市や市民は物品購入費用の削減につながった。また、市で必要な物品を常時募集し、民間
事業者から無償提供を募っている。（令和４年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

３．市が民間事業者の廃棄物を無償譲受
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市役所で不要になり、従来は廃棄していた備品や消耗品を市民に無償提供
組織改編や年末の大掃除で廃棄物が大量に出た際に、不定期で「リユースマーケット」を開催し、物品を市民や事業者に
無償提供。これにより市は廃棄物処理費用を削減でき、市民は、欲しいものを無料で手に入れることができている。

（令和４年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

品目 数量 品目 数量

デスクマット 2 穴あけパンチ 1

ショーケース 1 懐中電灯 1

台 2 パイプ椅子 11

バインダー 2 台車 1

A1ファイル入れ 7 浄水器 1

いす 18 額縁 1

キャビネット 7 収納棚 2

机・テーブル 12 ごみ箱 5

折りたたみ机 4 ラジオ 1

丸椅子 3 収納パン 5

脚立 1 レターケース 3

ブックシェルフ 1 収納ボックス 2

合計 94

令和５年２月実施結果（備品類限定）

方法：先着順
（申請書を用意し、現場で書いていただく方式）
結果：初回となった令和５年２月は、LINE通知後３時間で１０組を超える方が来庁
（最初の来庁者は、LINE通知からわずか５分後）

４．市が市民や民間事業者に廃棄物を無償譲渡
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この記載で、更なる資源循環を促進



東急（株）のスマホアプリ「common」は、みんなが集まる街のアプリであり、このアプリの無償「譲渡」機能を使えば、使わ
なくなったものや、余ったモノなどを、街に設置されたcommonボックスなどを使い、街の誰かに譲ることができる。

本市は、この機能を使い、市民同士のマッチングが成立した物品について、廃棄物処理法の枠内で、粗大ごみの収集
スキームを使い、市が市民同士に代わって、物品を無償で輸送する仕組を全国で初めて構築した。

（令和５年度 環境省リユースモデル事業 採択事業）

５．東急（株）スマホアプリ「common」の活用【一部全国初】
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集積所からの廃棄物の持ち去り対策を兼ね、市内リサイクルショップ（カエルファクトリー）と提携し、資源物が持ち去られる
前、かつ、行政収集が行われる前に、リサイクルショップの車両が直接集積所から、リユース可能な廃棄物を回収。市は、
同事業者に当該物品を売却している。同ショップでは、物品の選別を福祉作業所で行っているため、この取組は、地域福
祉にも貢献したものになっている。

６．資源物の持ち去り対策として、集積所に出ている廃棄物を直接リサ
イクルショップに回収してもらい、同ショップに売却【全国初】
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家具の展示販売を行っている公共施設
（座間市立生きがいセンター）

７．粗大ごみや資源物で回収したもの中でリユースできそうなものは、
公共施設でも展示販売するほか、民間事業者（（株）ワットマン）に売却

粗大ごみから出たカートやギター 資源ごみから出た食器類
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ワットマンに売却しているものの一例
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【一般社団法人日本リユース業協会】



一般社団法人 日本リユース業協会
の取り組み紹介　

リユース促進に向けた懇談会

  2025年1月15日
一般社団法人 日本リユース業協会

代表理事  石原 卓児



もくじ 01.  協会概要・・・・・・・・・・ 4-5P

02.  リユース市場規模・・・・・・・7P

03.  活動概要・・・・・・・・・・9-16P



01.協会概要



「リユース業界の透明性の高い健全な発展」を目的に設立

理念 当団体は、リユース業界の透明性の高い
健全な発展を通じて、持続可能な循環型
社会の形成に貢献する。

目的 当団体は、「リユース」並びに「リユー
ス業」の社会的認知度向上及び良質なリ
ユース事業者の育成を通じ、わが国にお
けるリユース業界の透明性の高い健全な
発展を図ることを目的とする。

設立 2009年4月15日
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正会員33社を含めた総会員企業数は82社

総会員企業：82社
正会員：33社　
準会員：4社

研究会員：16社

賛助会員：29社　　　＊2024年12月末時点　

正会員
一覧
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会長
　石原 卓児 （株式会社コメ兵ホールディングス 代表取締役社長)
副会長
　小林 泰士 （株式会社マーケットエンタープライズ 代表取締役社長)
　山本 太郎 （株式会社ハードオフコーポレーション 代表取締役社長)
専務理事
　伊藤 廣幸  (常勤)
理事
　河野 映彦 （株式会社アップガレージグループ 代表取締役社長COO)
　久保 幸司 （株式会社ゲオホールディングス 取締役常務執行役員)
　石田 純哉 （株式会社ゴルフパートナー　代表取締役社長)
　野坂 英吾 （株式会社トレジャー・ファクトリー 代表取締役社長)
　上田 雄太 （株式会社パシフィックネット　代表取締役社長)
　堀内 康隆 （ブックオフグループホールディングス株式会社 代表取締役社長)
監事
　黒川 芳秋 （株式会社Kurokawa　代表取締役社長)



02.リユース市場規模



リユース市場規模は右肩上がり

リユース経済新聞：https://www.recycle-tsushin.com/news/detail_10109.php
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03.活動概要



年に4回、理事会・連絡会・交流会を開催

理事会は理事企業9社＋監事で開催、新規入会企業や様々
な案件が審議される。

連絡会は理事会に合わせて年4回の開催、対象は正会員。
各議案の検討及び各企業からの近況報告を通じ、リユース
業界の課題について議論するとともに、相互理解を深めて
いる。

理事会・連絡会
交流会は、理事会に合わせて年に4回開催される。
理事会・連絡会の後に行われ、全会員企業が参加可能。

会員企業以外にも、官公庁や国会議員の先生を来賓とし
てお招きし、情報交換が活発に行われており、リュース
業界外との交流も深まっている。

2024年1月正会員連絡会 2024年1月賀詞交歓会：参加者130名

交流会
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講演会・勉強会・セミナーの開催

2024年1月 WWFジャパン 事務局長 東梅様のご講演 2024年9月 コメ兵HD石原社長の経営者勉強会

年に1-2回、外部講師をお招きして講演会を開催。
2020年：野口　健 様「富士山から日本を変える」
2023年：中石　和良 様「なぜ、企業がサーキュラーエコノ
ミーに取り組むべきなのか」
2024年：東梅　貞義 様「経営層に知って欲しいグローバル
リスクと、環境・サステナビリティ経営実現のフレーム
ワーク」

講演会
理事企業の経営者が経営論や組織論について講義を行い、
成功事例の会員企業内展開を行っている。
また、会員企業主催のセミナーも複数回開催している。
開催セミナータイトル
「これから始めるChatGPT（生成AI）を組織活用する手法
勉強会　失敗しない秘訣をお伝えします」
「伸びてる会社の5つの共通点」

勉強会・セミナー
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リユースハンドブック・リユース検定

リユースハンドブックの目的
リユースショップ営業に必須のスキル
を持つ人材の育成、消費者が安心して
利用できるリユース市場の形成

　

購入ページ
https://www.re-use.jp/handobook/
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「古物営業法」を中心に、
「個人情報保護法」、「製造
物責任法」、「資源有効利用
促進法」、改正「特定商取引
法」、「廃棄物処理法」など
の関連法規の基礎知識や留意
すべき事項などを実務の流れ
に沿って解説。
　

リユース検定の目的
リユースショップ営業に必要な知識を
備えた人材の育成を通じて、消費者が
安心して利用できるリユース市場の形
成とリユース業界の健全な発展に寄与
する。 

　 通算結果

総受験者数：24,002名
リユース営業士：10,773名
合格率：46.9％
　*第44回までの累計

https://www.re-use.jp/handobook/


富士山清掃プロジェクト

NPO富士山クラブ協力の元、毎年、富士山とその周辺
地域の清掃活動を会員企業合同で行っている。
参加者累計　約1,300名以上　ゴミ総量 約6.6ｔ
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8月8日を「リユースの日」と制定し、認知拡大の啓発活動

物が人から人へと循環し続ける様子
がイメージできる「∞」と同じ形の
「８」が並ぶことから８月８日 。
一般社団法人 日本記念日協会に正式登録。

会員企業と共に持続可能な循環型社会の形成に貢献すべく、
「リユースの日」をきっかけとした 啓発活動を行っている。

㈱メルカリの「メルカリかんさつ帳」 小学生
がメルカリを疑似体験できるワークショップ

㈱コメ兵の「キッズアカデミー」 リ
ユースや鑑定士のお仕事について学
べるワークショップ

ざしきわらし様（イラ
ストレイター）とのタ
イアップで2024年度の
キービジュアルを作成

会員企業の昨年度のリユース事業におけるCO2削減貢
献量を算出し、8月8日にプレスリリースとして発表。

リユース川柳の公募を行い、1,191件の応
募を頂いた。賞は審査を経て10月下旬に
発表予定。
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地方自治体との連携で地域のリユース推進に貢献

宇都宮市 新潟市

東大阪市 小田原市

自治体に会員企業のショップ情報を連携
全国20を超える自治体と連携しており、自治体のエリアに出店している会
員企業の店舗情報を連携し、リユースショップを紹介する冊子や電子デー
タを作成。地域住民がリユースを利用しやすいご案内を行っている。

八王子市の冊子紹介 連携自治体一例
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リユース事業に関するガイドラインの制定①

① 古物商許可の標識掲示、行商従業者証携帯

② 単品での査定額提示を基本とする

(※ただし、低単価商材の場合はまとめ提示も可)

③ 査定表控えのお渡しの徹底

④ 開催主の連絡先電話番号の明示

⑤ 無理な勧誘、強引なチラシ配布の禁止

⑥ 事前配布広告物に記載の営業時間厳守

⑦ 実施店舗が定める各種ガイドラインを遵守 

リユース市場の透明性及び健全性
を高める為に当協会独自の遵守事
項を制定
催事買取（イベント買取）や出張買取にお
けるトラブル、店頭の掲示物や広告物にお
ける消費者が誤認しやすい表示等に関して
当協会独自の遵守事項を会員企業・弁護士
法人と共に制定。定期的な啓発を行い市場
の透明性・健全性を高める活動をしてい
る。

催事買取についての遵守事項
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リユース事業に関するガイドラインの制定②

基本要項
・公序良俗に反していないこと
・反社会的勢力や犯罪を肯定し、又は、助⾧するような表現を避けること
・WEB 広告、ペイドメディア媒体等における表現も本ガイドラインを遵守すること
・資本関係のない企業について、許可なく掲載を行わないこと
商標権利者、著作権利者への配慮
・ショッパーや箱、ロゴの無断使用を行わないこと
・商標権所持者作成の広告物の無断使用を行わないこと
・広告主を明示する（アライアンスの際）こと
・不正品（模造品・盗品）に対する表現を行わないこと
買取価格における表現
・掲出する買取価格例は取引実績日時を必ず明示すること
・掲出した価格と乖離する可能性があることを必ず明記すること
価格表示、販売方法における表現
・価格表示は、消費税相当額を含んだ総額表示方式とすること
・二重価格表示は、元の価格の根拠が明確であること、また、期間、数量等の制限がある場合
は、その事項を併せて表記すること
・「投げ売り」、「特売」、「早い者勝ち」等、契約を急がせる表現でないこと（「先着順」
は手続きの説明のため、該当しない）
口コミに対する誘発及び対価の支払
・口コミを条件としたインセンティブ、例えば、「口コミを書いてくれたらクーポンを差し上
げます」、「口コミを書いてくれたらお会計から10%割引」といったキャンペーンは実施しない
こと
※上記はプロモーションとして定義し、「広告」という文言を必ず使用すること
・口コミを利用して競合他社、商標権利者及び利用者等への不利益を与えないこと
過剰表現、その他誤解を与えかねない表現
・ 「日本初」「業界初」「満足度No.1」「当社だけ」等の誇大表現になりかねない表記は、専
門機関やメディアによる調査結果等の根拠を明示すること
・根拠のない「完全」「確実」「絶対」「100％」等、故意に誤認を誘う表現をしないこと
※自社及びグループ会社等による業界及び他社情報を含む調査結果は不可
※専門機関やメディアによる調査結果の掲出は可能 

出張買取の定義:事業者がお客様の自宅等に訪問して、その場で物品を査定し、現金又は後
日振込にて買取する取引(商品を一度預かって査定を行う「預かり査定」は含まれない)。

1 飛び込み勧誘(不招請勧誘)の禁止
・お客様から出張査定・買取の申込を受けた場合に限り、実施する。
・出張先においてお客様から査定・買取の依頼を受けた場合に限り、実施する。

2 事業者の名称・訪問目的等の明示
・会社概要が記載されたパンフレット、査定員の名刺、行商従業者証等を提示するなど、
事業者の名称、訪問目的等(売買契約の締結について勧誘する目的である旨、当該勧誘に
かかる物品の種類)を明示する。

3 再勧誘・迷惑勧誘の禁止
・お客様から売却を断られた場合は、再度の勧誘は行わない。
・お客様を威迫し、困惑させるような言動、事実不告知・不実告知は行わない。

4 書面の交付
・契約締結の際には、法定書面(契約書、クーリング・オフの書面)の控えを書面(消費者の
承諾がある場合は電子も含む)にてお渡しする。

5 クーリング・オフ
・買い取った商品は書面交付日から 8 日間保管し、クーリング・オフの申出があった場合
はすみやかに返還する。

なお、適用除外物品(特定商取引に関する法律施行令第 34 条で規定する物品の具体例)に関
する出張買取の場合は、古物営業法に基づき、行商従事者証の提示(お客様から求められ
た場合)、お客様の本人確認、書面の交付(クーリングオフに関する記載のないもの)を行
う。また、適用除外(特商法 58 条の 17)態様に該当する場合は、上記 1〜4(但し、「4.書面
の交付」は、クーリング・オフに関する記載のないものを交付)を行う。

誇大広告の禁止における遵守事項出張買取についての遵守事項

16



【株式会社リユース経済新聞社】



株式会社リユース経済新聞社 専務取締役 編集長 瀬川淳司

第１回 令和7年1月15日

リユース促進に向けた懇談会

環境省

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 01



環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回）

リユース業界専門紙

創刊：2000年2月

発行日：毎月10日・25日

頁数：24～32

年間購読料：￥14,300
（税込・送料込み）

事業紹介‐新聞媒体

※2024年4月に「リサイクル通信」から媒体名を変更

02



事業紹介ーイベント

業界トップ企業 ゲオホールディングス 遠藤結蔵 社長らが登壇

リユース業界最大級イベント「Reuse×Tech Conference」

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 03



リユース市場
データブック2024

2024年10月1日発刊

定価：書籍版16,500円 PDF版44,000円（税込）

A4判・128頁

事業紹介‐出版物

リユース市場や企業に関する統計データを
まとめた書籍及びPDFデータを毎年10月に発刊

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 04



11,274 11,443 
12,590 

13,594 
14,916 

15,966 16,517 
17,743 

19,932 
21,880 

23,585 24,169 

26,988 
28,976 

31,227 
32,500 

40,000 

09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 30

リユース市場規模は14年連続で拡大

リユース市場規模（2023年）
単位：億円

3.1兆円

リユース経済新聞推計値

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回）

※自動車や住宅、生産財等は調査対象外、海外輸出は含まない国内小売り金額ベース
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販売経路別リユース市場規模（2023年）

店舗販売

CtoC

1兆3284億円

（構成比42.5％）

6029億円

ネット販売

472億円その他・不明 リユース経済新聞推計値

BtoC

1兆1442億円

（構成比36.6％）

BtoC （構成比19.3％）

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 06



第３成長期を迎えるリユース市場

市場成長率（2023年）

7.8％

1.5%

10.0%

8.0%

9.7%

7.0%

3.5%

7.4%

12.3%

9.8%

7.8%

2.5%

11.7%

7.4%
7.8%

0%

3%

6%

9%

12%

15%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 07



リユース市場の成長の変遷と要因

第3成長期第2成長期第1成長期黎明期

1990年代～2010年 2011年～2015年 2016年～2020年 2021年～

買取販売店 買取専門店 フリマアプリ フリマ+リユース店

リーマンショック（08年） 新型コロナの蔓延（20年）バブル崩壊 スマホの普及

金融不安による節約志向

趣味・趣向の多様化

物価高騰による節約志向

インバウンド需要の回復

リユースの大衆化

後ろめたいから賢い消費 リセールバリュー

リユース３Kの払拭

（汚い・暗い・感じ悪い）

市場規模1~1.5兆円 市場規模1.5~2.5兆円 市場規模2.5~3兆円市場規模1兆円未満

インバウンド需要※諸説あり

リユース市場動向-市場規模推計

コスパ消費が追い風

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 08



商品別リユース市場規模（2023年）

成長商材

衣料・服飾品

玩具・模型

携帯・スマホ

15.5%増

20.2%増

25.2%増

ブランド品 19.4%増

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 09



2614
2839

2464

2945 3062

3656

18 19 20 21 22 23

ブランド品

3379 3609
4010

4587
5119

5913

18 19 20 21 22 23

衣料・服飾品

884
1217

1506
1803

2119

2546

18 19 20 21 22 23

玩具・模型

499
561 534

590
691

865

18 19 20 21 22 23

携帯・スマホ

単位：億円

単位：億円

単位：億円

単位：億円

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回）

リユース経済新聞推計値
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リユース企業の売上TOP10（2023年度版）

コスミック流通産業

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ゲオHD

ブックオフGHD

コメ兵HD

いーふらん

甲南チケット

大黒屋

エンパワー

BuySell Technologies

バリュエンスHD

2440.9億円

1194.5億円

1013.0億円

776.0億円

761.3億円

558.1億円

464.7億円

450.0億円

425.7億円

412.2億円

出典：リユース経済新聞
2024年7月25日号

リユース市場動向-企業動向

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 11



リユース企業の売上TOP10（2013年度版）

テイツー

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ゲオ

コメ兵

ブックオフコーポレーション

バイク王＆カンパニー

大黒屋

ハードオフコーポレーション

ブランドオフ

ワンダーコーポレーション

ソフマップ

746.0億円

653.8億円

300.7億円

192.7億円

185.4億円

167.6億円

150.0億円

129.0億円

127.8億円

122.7億円

出典：リサイクル通信
2014年7月25日号

リユース市場動向-企業動向

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 12



2775.7

8496.4

2013年度 2023年度

リユース企業の売上TOP10の売上合計比較

単位：億円

10年間で
約3倍に増加

リユース市場動向-企業動向

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 13



11,274 11,443 
12,590 

13,594 
14,916 

15,966 16,517 
17,743 

19,932 
21,880 

23,585 24,169 

26,988 
28,976 

31,227 
32,500 

40,000 

09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 30

2030年には4兆円規模に拡大の見通し

リユース市場規模予測（2030年）
単位：億円

4.0兆円

リユース経済新聞推計値

リユース市場動向-市場規模推計

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回）

※自動車や住宅、生産財等は調査対象外、海外輸出は含まない国内小売り金額ベース
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リユース市場拡大第４成長期は、一次流通企業が新たな牽引役に

第4成長期第3成長期第2成長期第１成長期黎明期

1990年代～2010年 2011年～2015年 2016年～2020年 2021年～2025年 2026年～

買取販売店 買取専門店 フリマアプリ フリマ+リユース店 一次流通企業※

市場規模1兆円未満 市場規模1~1.5兆円 市場規模1.5~2.5兆円 市場規模2.5~3兆円 市場規模3~4兆円

バブル崩壊 リーマンショック（08年） スマホの普及 新型コロナの蔓延（20年） サステナブル文脈

リユース市場動向-将来予測

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 15

※一次流通企業とはメーカーで製造された新品製品を卸売りや小売する企業



リユース品の領域で広がる「安心安全」求めるレイヤー

メーカー認定リユース品

メーカー再生品・再整備品

消費者の買い物の
選択肢の幅が広がる

リユース市場動向-将来予測

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 16



リユース市場のポテンシャル

顕在化リユース市場

3.1兆円

かくれ資産 66.7兆円

不用品排出の推定価値 7.6兆円/年

出典：メルカリ・ニッセイ基礎研究所調査

出典：経済産業省

リユース市場動向-03将来予測

環境省 リユース促進に向けた懇談会 「リユース市場動向解説」 17

リユース経済新聞推計



人口減少社会においてもリユース人口は拡大

日本の将来推計人口 リユース人口※将来予測

出典:国立社会保障・人口問題研究所【出生中位(死亡中位)推計】 リユース経済新聞推計

12615 12326 12012

2020年 2025年 2030年

3406
3642

3858

2020年 2025年 2030年

リユース市場動向-将来予測

単位：万人 単位：万人

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回）

※リユース人口とは1年の間にリユース品を購入する人口推計

18



リユース市場は、売って良し、買って良し、環境良しの“三方良し”

売って所得増 買って割安でお得

ゴミの排出を抑制

リユース市場動向-将来予測

環境省 リユース促進に向けた懇談会（第1回） 19



【早稲田大学環境総合研究センター】



リユース促進に向けた現状認識と展望

1

小野田弘士
早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科⾧ 教授

早稲田大学環境総合研究センター 所⾧

2025/01/15 リユース促進に向けた懇談会



2

小野田 弘士 プロフィール
【学歴】
1997.4- 2001.3 早稲田大学理工学部機械工学科
（大学3年時に永田勝也研究室に配属）
2001.4- 2003.3 早稲田大学大学院理工学研究科機械工学専攻（修士課程）
2003.4- 2006.3 早稲田大学大学院理工学研究科機械工学専攻（博士後期課程）、博士（工学）

【職歴】
2003.9- 2006.3 早稲田大学大学院理工学研究科・助手
2006.4- 2008.3  早稲田大学環境総合研究センター・講師
2008.4- 2014.3  早稲田大学環境総合研究センター・准教授
2014.4- 2017.3  早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・准教授
2016.9- 同 教務主任
2017.4- 現在 早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・教授
2022.9- 現在 早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科⾧

早稲田大学環境総合研究センター 所⾧

2003.8 株式会社早稲田環境研究所を創業（代表取締役）。
2011.4-2017.11 株式会社早稲田環境研究所 取締役（非常勤）。

【社会活動】
2019.2- 環境省・中央環境審議会 臨時委員
2019.4-2020.3 経済産業省・総合資源エネルギー調査会 臨時委員
2016.9- 廃棄物処理・リサイクルIoT導入促進協議会 副会⾧
2015.4- 内閣府・地域活性化伝道師
2010.4-2015.3 埼玉県環境エネルギー統括参与 他多数

【所属学会等】
日本機械学会、廃棄物資源循環学会、日本エネルギー学会、日本LCA学会、環境
科学会、環境情報科学センター
IET Smart Cities Associate Editor
ESRE Technical Program Committee
日本機械学会環境工学部門部門学術誌編集委員会 副委員⾧



次世代の社会システムをデザイン

3

本庄スマートエネルギータウンプロジェクト（2011～）
環境省・G水素プロジェクト（2004～2010）

太陽熱・地中熱複合利用型熱源（商用）
食品系バイオマスのバイオガス化実証事業
（技術開発・実証・FS）→商用化

未利用木質バイオマスの高効
率エネルギー利用システム（技
術開発・実証・FS） 埼玉県・環エネとの環境・エネルギー分野に関する包括協定（2010～）

使用済み小型家電リサイク
ルシステム（事業化支援）

自動車リサイクル部品の普
及促進（事業化支援）

ZEHの評価
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使用済み製品の資源性と環境性への対応

製品

環
境
に
配
慮
し
た
社
会
・
経
済
・
技
術
シ
ス
テ
ム

部品

材料

使用済み

残渣
（廃棄物）

残渣
（廃棄物）＋

＋

原料
残渣

（廃棄物）＋

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収 残渣
（廃棄物）

マーケットリユースシステム

プロダクト／パーツリユースシステム

材料リサイクルシステム

原料リサイクルシステム

エネルギー
活用システム

矢印の方向に進むほど、３Ｒ行為に広範・高
度な環境配慮が求められ、よりレベルの高い社
会・経済・技術の基盤が必要となる。また、最
終的にはリサイクル・廃棄物処理に行き着く。

３Ｒに配慮して

＋
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火災・爆発

廃棄物になると
～ 安全は確保できるか・安心は与えられるか ～

散乱 飛散 腐敗流出

引火

汚損

毒性

景観悪化

不法投棄 大気汚染

水質汚染

土壌汚染

騒音・振動

悪臭 害虫発生 害鳥飛来

発火 揮散

漏洩

ＮＩＭＢＹ的
要素 異物混入

など

など

廃棄物

ものの取り扱い・処理等によって

人間の安全・健康

利用価値としての生態系

後世代のための資源保全

安らぎ・安心・審美的価値

温暖化 ｵｿﾞﾝ層破壊

環境負荷

地下水汚染 物質・ｴﾈﾙｷﾞｰ消費

6



香川県「豊島」における不法投棄現場（2016/10）

7



8

循環型社会経済のイメージ

社 会

社 会

インプット・アウトプット リサイクリング
エネルギー・物質

有害物質

枯渇性中心

使用量大

普通
効用

1ループ

ワンウェイ社会

循環型社会

アップグレード

リペア

プロダクトリユース

パーツリユース

マテリアルリサイクル

フィードストックリサイクル

エネルギー回収

マルチループ

エネルギー・物質
できる限り少なく
できる限り矢印の方向へ

枯渇性

更新性

無尽蔵性

使用回避へ

有害物質

できる限り少
なく

排出回避へ

大へ
効用

フィードストック リ
サイクル

エネルギー回収

維持・保全すべき対象
・人間の生命・健康
・生態系の健全性

・将来の生活・生産基盤（人間社会の
繁栄・資源の持続的供給）



環境負荷防止の梯子(Mantz-Thijssen、 1991)

9．新しい製品コンセプトの開発

8．代替原料の選択

7．代替製造工程の選択

6．既存の製造工程の最適化

5．製造過程からの廃棄物の内部
での再利用

4．製造過程からの廃棄物の外部
での再利用

3．End-Of-Pipeによる排出物質対策

2．管理された廃棄処理

1．廃棄処理

環
境
配
慮
設
計

ク
リ
ー
ナ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
パ
イ
プ
に
よ
る
管
理

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

環
境
問
題
へ
の
予
防
性

高い

低い

出所:永田勝也監修、エコデザイン:持続可能な生産と消費のための将来性あるアプローチ（翻訳版）、2001
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環境配慮設計の要点

素材レベル 部品レベル 製品レベル
1．リサイクル容易な素材の

最大化

2．有害・有毒・危険素材の

最小化

3．再生素材の最大化

4．減量化

5．統一化

6．グループ化

7．偏在化

8．識別容易化（表示）

1．少数化（モジュール化）

2．標準化

3．規格化

4．⾧寿命化

5．再使用化

6．単一素材への分離容易化

7．再資源化容易化

8．省エネ化

1．部品の統合化

2．分離・解体の容易化

3．破砕・選別・焼却・最終

処分等の容易化

4．運搬・輸送の容易化

5．素材の明示化

6．省エネ化

7．アップグレード化

8．再生品の使用可能化

9．情報開示化

低エントロピー化

不可逆過程の縮小

無秩序さの改善
統一化・統合化

簡素化・省エネ化

10



循環経済ビジョン研究会:
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/junkai_keizai/index.html
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*環境省:「資源循環×デジタル」プロジェクトの検討結果について 12



*環境省:「資源循環×デジタル」プロジェクトの検討結果について 13



特殊ICタグを活用したライフサイクル管理システムの概要（小野田・永田、2004）

特殊ICタグ

ポンプ（新規製造）

出荷時に書込み

【廃棄物処理業者】
【リサイクル業者】

●製品情報
●個別情報
・個体情報
・場所情報

サーバー

設計・製造段階

解体・分別段階

【ユーザー】【メーカー（製造工場）】

【メーカー（解体工場）】

環境配慮設計支援システム
●易解体性評価
●環境負荷評価

使用・運用段階

運用情報管理システム
●省エネ診断
●劣化・故障診断
●余寿命予測

3R情報管理システム
●分別情報の指示
●解体手順の指示

●運用情報

【運用情報】
●温度
●電流
●起動停止回数
●運転時間 etc.

リーダ/
ライタ

無線

●3R情報

フィードバック

分別基準
として活用

分別基準
として活用

●製品情報
●個別情報
●運用情報

【3R情報】
●部品リユース情報
●解体手順 etc.

管理

使用済みポンプ

特殊ICタグ

解体工場PC

特殊ICタグ

EPR
(拡大生産者責任)
・設計の責任
・引取りの責任
・ﾘｻｲｸﾙの責任

14
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ハイブリッド自動車の輸出量増加と現地での排出状況
～モンゴルの例～

* 資料提供:ユーパーツ



CEを議論するうえでのポイント

• “ストック”か“フロー”か?
– 市中に流通している製品等をターゲットにするか。
– 今後、開発プロセス等を経て、投入する製品を対象とするか。

• “環境配慮設計”の議論も同様。

• いずれにしても、回収システムの構築が必要。
– いつ戻ってくるかを把握できるか。
– 「売り切り」⇔「リース・レンタル」
– サブスクリプション・シェアリングはひとつの方向性

• 既存のビジネスモデルからの転換が図れるか?

• 「動静脈連携」の必要性・重要性は以前から指摘されてきた。
– 進んだ部分と進まなかった部分を切り分けて評価すべき。

16



（論点）リユース促進に向けた展望

• （リユース）使用済み製品等の回収（静脈物流）

• （中⾧期）製造事業者等との連携
– 環境配慮設計
– ⾧期使用化、リペア
– 将来的には、DPP

• 安全安心な市場環境（品質保証等）

• ユーザーの意識・受容性

• 環境負荷低減効果⇔バックファイヤ、リバウンド
17



（参考）CEの実現に向けた段階的アプローチ（案）

• 動脈で培った技術・システムの静脈への導入検討。
– センシング、ロボティクス等

• 自社製品の「動静脈連携」に関する検討

• （既存事業ではなく）新規事業におけるSXへのアプローチ

18



マルチベネフィットモビリティ

3D-VR

ごみ収集の非接触化・自動化

WCMS

遠隔監視・プラント運転の自動化

出所：JFEエンジニアリング

出所：「スーパーシティ」構想

ポストコロナを見据えた廃棄物処理・リサイクルシステムの方向性

19



【実証③】自治体
高齢化した住宅団地における” First 
10 yards” 実証モデル

【研究題目】 非接触型ごみ収集システムの開発と社会実装に向けたシナリオ構築
【研究内容】

【実証②】
排出事業者における特定空間
特定空間におけるごみ清掃の非接触
化・自動化

【実証①】
既存のごみ収集車に適合した非接触
ごみ自動投入システムの実証

①開発技術の展開先候補（同時並行で検討）
自治体A:シュタットベルケとの連携
自治体B:内閣府Society5.0との連携
自治体C:地域循環共生圏との連携
自治体D:イベント活用を想定
商業施設やテーマパークでの活用

②スーパーシティ・スマートシティでの社会実装候補先
自治体E:スマートシティ構想
自治体F:駅前再開発事業
大規模イベントでの活用

開 発

背景） 既存技術にて、半自動ごみ投入装置や無人車両、スマートごみ箱などが存在するが、
非接触で一連のごみ収集の自動化を視野に入れた製品や技術は存在しない

開発方針）・既存のごみ収集システムの要素技術の積み上げによる非接触化・自動化の実現
・スマートシティ・スーパーシティへの導入を念頭においた新しい自動ごみ収集モデルの提示

実 証（PoC）

スマートシティ/スーパーシティでの
将来活用イメージ

オンデマンド＆D2D

廃棄物の非接触
かつ自動回収

画像認識AIより
廃棄物を認識

廃棄物処理場

周遊における荷物
運び/歩くごみ箱

スマートごみ箱を内蔵: 
赤外線センサで内容
量を把握＆圧縮

内容量が基準値を超えると自動
運転で廃棄物処理場へ輸送

スマートごみ箱で
モビリティと通信

目的地を入力し, 
自動運転

※ごみ回収として呼
ぶことも可能

コンテナを変更すれば
配達も可能

追従

社会実装

【開発①】非接触型ごみ自動投入システム

【開発②】
自動搬出に対応したスマートごみ箱
試作機

ごみ箱→運搬→集積の一連作業
を想定したスマートごみ箱の開発

開発機

既存の反転装置を応用
したパッカー車への自動
投入システム

【開発③】
自動搬送用モジュール式モビリティ

上部ユニット交換型試作機

統一ごみ箱の自動搬送&
動静脈連携型機の開発

開発機

・ごみ箱→運搬→集積→投入の非接触&自動化実証
・動脈連携の実証

【サブテーマ１】非接触型ごみ収集システムの要素技術の開発と性能評価（早稲田大学）
【サブテーマ２】非接触型ごみ収集システムの社会実装に向けたシナリオ構築と評価（大栄環境総研）

令和3年度環境研究総合推進費『非接触型ごみ収集システムの開発と社会実装に向けたシナリオ構築』
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廃棄物処理・リサイクルの非接触化・自動化を実現する
選別ロボットの開発と社会実装に向けたシナリオ構築

〇 排出現場で活用する選別ロボットの開発・導入
〇 ヒト共存型選別ロボットの開発・導入

No.10 3.0 億円程度
（事業期間 3年間）

労働力不足が深刻化する廃棄物処理・リサイクル分野において、AIを活用した
非接触化・自動化を実現する選別ロボットの開発を行う。プラスチック資源循環等
の3R推進への貢献や新たな産業創出を目指す。

自動選別ロボット

*東京都大学研究者による事業提案制度
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22Designed by カベミミデザインズ

*埼玉県久喜市・南栗橋駅前街区における次世代型まちづくりプロジェクト
（2021年11月10日記者発表）



商業施設

戸建住宅街区

クラブハウス（集会所）にソーラ
ーポート・モビリティステーション

・ごみ集積所には、ダストボックスを設置予定
→一部をスマートごみ箱への置き換えを提案

店舗内のスマートごみ箱、バック
ヤードにおける非接触反転装置
の提案

・駅前には、ソーラーポート・モビリティステーション
・遊休拠点を活用した遠隔監視センター

ソーラーポート・
モビリティステーション

スマートごみ箱
（動くごみ箱）

南栗橋8丁目周辺地区のまちづくり ～BRIDGE LIFE Platform構想～における
次世代モビリティプロジェクトの展開イメージ
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